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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成27年2月19日(2015.2.19)

【公開番号】特開2013-145014(P2013-145014A)
【公開日】平成25年7月25日(2013.7.25)
【年通号数】公開・登録公報2013-040
【出願番号】特願2012-5748(P2012-5748)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｍ  11/10     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  15/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  17/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｍ   11/10     　　　Ｍ
   Ｇ０３Ｂ   15/00     　　　Ｐ
   Ｇ０３Ｂ   17/00     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成26年12月18日(2014.12.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明の課題は、撮像装置において、電気的な制御を必要とせずに機構のみで自由度の
高い姿勢制御装置を提供することである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　以上の課題を解決するため、本発明は、
　取り付けられた撮像装置の姿勢を制御する姿勢制御装置であって、
　外枠部と、
　前記外枠部に対してＸ軸、Ｙ軸、或いはＺ軸のいずれか一方向の軸線周りに回転可能に
取り付けられる回転部と、を備え、
　前記回転部に取り付けられた錘の重さ或いは位置を選択可能としたことを特徴とする。
　また、以上の課題を解決するため、本発明は、
　取り付けられた撮像装置の姿勢を制御する姿勢制御装置であって、
　外枠部と、
　前記外枠部に対してＸ軸、Ｙ軸、或いはＺ軸のいずれか一方向の軸線周りに回転可能に
取り付けられる回転部と、を備え、
　前記回転部に錘を取り付けることにより、前記撮像装置が任意の姿勢を維持できるよう
にしたことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００７】
　本発明によれば、撮像装置において、自由度の高い姿勢制御装置が電気的な制御を必要
とせず、機構のみで提供できる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　取り付けられた撮像装置の姿勢を制御する姿勢制御装置であって、
　外枠部と、
　前記外枠部に対してＸ軸、Ｙ軸、或いはＺ軸のいずれか一方向の軸線周りに回転可能に
取り付けられる回転部と、を備え、
　前記回転部に取り付けられた錘の重さ或いは位置を選択可能としたことを特徴とする撮
像装置の姿勢制御装置。
【請求項２】
　取り付けられた撮像装置の姿勢を制御する姿勢制御装置であって、
　外枠部と、
　前記外枠部に対してＸ軸、Ｙ軸、或いはＺ軸のいずれか一方向の軸線周りに回転可能に
取り付けられる回転部と、を備え、
　前記回転部に錘を取り付けることにより、前記撮像装置が任意の複数の姿勢のいずれか
を維持できるようにしたことを特徴とする撮像装置の姿勢制御装置。
【請求項３】
　前記撮像装置が着脱可能に取り付けられることを特徴とする請求項１または２に記載の
撮像装置の姿勢制御装置。
【請求項４】
　前記回転部は前記撮像装置を所定位置に所定方向で固定可能であり、
　前記錘の取り付け位置は前記回転部の下部或いは側部であることを特徴とする請求項１
から３のいずれか一項に記載の撮像装置の姿勢制御装置。
【請求項５】
　前記回転部は前記錘を吊り下げるフックを備えることを特徴とする請求項１から４のい
ずれか一項に記載の撮像装置の姿勢制御装置。
【請求項６】
　前記回転部は、前記撮像装置の前面及び背面を開放とし、上下左右の側面部の周囲を囲
う形状となっていることを特徴とする請求項１から５のいずれか一項に記載の撮像装置の
姿勢制御装置。
【請求項７】
　前記回転部は円環状で、前記外枠部にＸ軸、Ｙ軸、或いはＺ軸のいずれか一方向の軸線
周りに回転可能に嵌め込まれていることを特徴とする請求項６に記載の撮像装置の姿勢制
御装置。
【請求項８】
　前記外枠部は回転軸を備え、
　前記回転部は前記外枠部に前記回転軸により、Ｘ軸、Ｙ軸、或いはＺ軸のいずれか一方
向の軸線周りに回転可能に取り付けられることを特徴とする請求項１から７のいずれか一
項に記載の撮像装置の姿勢制御装置。
【請求項９】
　前記回転部は、Ｘ軸、Ｙ軸、或いはＺ軸のうち、１軸が前記外枠部に対して回転可能で
あり、他の２軸が前記外枠部に対して固定されていることを特徴とする請求項８に記載の



(3) JP 2013-145014 A5 2015.2.19

撮像装置の姿勢制御装置。
【請求項１０】
　前記回転部は、Ｘ軸、Ｙ軸、或いはＺ軸のうち、２軸が前記外枠部に対して回転可能で
あり、他の１軸が前記外枠部に対して固定されていることを特徴とする請求項８に記載の
撮像装置の姿勢制御装置。
【請求項１１】
　前記回転部は、Ｘ軸、Ｙ軸、或いはＺ軸の各々の方向の軸線周りに対して、固定或いは
可動が任意に設定可能であることを特徴とする請求項８に記載の撮像装置の姿勢制御装置
。
【請求項１２】
　前記回転部に浮力或いは位置を選択可能に、浮遊物を引っ掛け可能としたことを特徴と
する請求項１から１１のいずれか一項に記載の撮像装置の姿勢制御装置。
【請求項１３】
　前記位置は前記回転部の上部或いは側部であることを特徴とする請求項１２に記載の撮
像装置の姿勢制御装置。
【請求項１４】
　前記回転部は前記浮遊物を引っ掛けるフックを備えることを特徴とする請求項１３に記
載の撮像装置の姿勢制御装置。
【請求項１５】
　前記回転部は前記撮像装置のレリーズボタンを遠隔操作するレリーズケーブルを固定す
る部位を備えることを特徴とする請求項１から１４のいずれか一項に記載の撮像装置の姿
勢制御装置。
【請求項１６】
　前記外枠部は、取っ手を備えることを特徴とする請求項１から１５のいずれか一項に記
載の撮像装置の姿勢制御装置。
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